
第６学年 算数科学習指導案   

１ 単元名 比例と反比例「比例をくわしく調べよう」（東京書籍「新しい算数」６年下 P2～25） 

２ 単元について 

 (1) 教材について 

   本単元は、学習指導要領算数科の第６学年の内容[Ｄ数量関係]「（２）伴って変わる二つの数量の 

関係を考察することができるようにする。」を受けて設定したものである。 

子どもたちは、第５学年までに、伴って変わる二つの数量の関係について、その対応の仕方や変 

化の特徴を調べ、簡単な場合についての比例の関係を理解している。 

   本単元は、これまで学習してきた数量関係についての見方をまとめるために、伴って変わる２つ 

の数量の中から、比例と反比例の関係にあるものを取り上げて考察し、関数の考えを伸ばすことを 

ねらいとしている。 

 そこで本単元では、伴って変わる２つの数量の関係を表に表し、変化の特徴を調べる活動を通し 

て、比例の関係を見出し、式に表したり、性質やグラフを理解したりするようにする。また、比例 

の関係を用いて問題を解決することにより、関数の考えを深めていけるようにする。 

単元の後半では、反比例を扱う。比例ではない関係の例として反比例を知ることにより、比例そ 

のものの理解を深めるというねらいもある。指導にあたっては比例と反比例を比較しながら、反比 

例の意味や性質、式、グラフの特徴について学習する。 

 これらのことから本単元は、比例や反比例の学習を通して、これまでの学習してきた数量関係に 

ついての見方を整理し、関数の考えの素地を育成していく学習になるとともに、中学校で学習する 

比例・反比例の学習につながる価値ある単元であると考える。 

 

【教材の関連図】 

 

 

第５学年            第６学年            中学（１年） 

 

 

 

  

                                   中学（２年）     

 

 

 

                                   中学（3年） 

 

 

 

 

・関数関係の意味 

・比例・反比例の意味、表、

式、グラフ 

② 文字と式 

・数量の関係を文字を用いた

式で一般的に表すこと 

・文字を用いた式から数量の

関係を読み取って具体的

な場面に表すこと 

⑥ 比と比の値 

・比、比の値 

・等しい比の性質 

・比の利用 比例配分 

② 直方体や立方体の体積 

・簡単な場合の比例 

・用語「比例」 

⑪ 比例と反比例 

・比例の式、性質 

・比例のグラフ 

・比例の利用 

・反比例の意味、式、性質 

・反比例のグラフ 

・1 次関数の表、式、グラフ 

・関数 y＝a の表、式、グ

ラフ 



(2) 指導について 

  本単元では、まず伴って変わる二つの数量の特徴を表から見つけることから学習を始める。その

際、表を横に見て、変化の仕方の特徴をつかんだり、表を縦に見て商に一定のきまりがあることに

気づかせ、比例の関係の式に表したりすることで数量の関係の調べ方を身につけさせていく。そし

て、表をもとに、整数倍から小数倍や分数倍へと見方を広げ、一方がｍ倍になればそれに対応する

他方の数量もｍ倍になるという一般化した見方ができるようにする。比例の関係を用いて問題を解

決する学習では、比例の関係を用いると、手際良く問題を解決することができるよさを味わわせる

ようにする。反比例の学習では、どの学習の際も比例の場合と比較して説明することを大切にしな

がら、比例についての理解を更に深めるように指導していく。 

  単元を通して、伴って変わる様々な２つの数量の関係を比例するかどうかを調べたり、表やグラ

フを書いたり、式に表したりという場面を繰り返し設定することで、関数の考えを伸ばし、数量の

関係の考察の仕方が身につくようにしていく。また、「一方が増えればもう一方も増える」という関

係や「一方が増えればもう一方は減る」という関係が、必ずしも比例や反比例にならない場面も取

り上げ、相違点や共通点を話すことで、説明する力を伸ばし、２つの数量関係の特徴を明確につか

めるよう指導していきたい。 

  マイノートタイムでは、自分の考えを確かなものにしたり、新しく発見した大事なポイントや考

え方をまとめたりし、１時間の思考を確かなものにするようなノート作りを進めたい。 

 

３ 単元の目標 

  ・伴って変わる2つの数量の関係を考察することを通して、比例や反比例の関係について理解し、関 

数の考えを伸ばす。 

 【関心・意欲・態度】 

    ・比例の関係に着目するよさに気づき、比例の関係を生活や学習に活用しようとする。 

  【数学的な考え方】 

   ・比例の関係を表や式、グラフに表し、特徴を一般化してとらえ、身の回りから比例の関係にあ 

る2つの数量を見出して問題の解決に活用することができる。 

  【技能】 

   ・比例や反比例の関係にある2つの数量の関係を式、表やグラフに表すことができる。 

  【知識・理解】 

   ・比例や反比例の意味や性質、表やグラフの特徴について理解する。 

 

４ 指導計画・評価計画（１７時間） 

時 
○目  標 

主な評価規準 
主な学習活動 

① 比例の式  ２時間 

１ 

・
２ 

 

○ｙがｘに比例するとき、ｙ＝きまった数×ｘと表せ

ることを理解する。 

【関】比例の関係に興味を持ち、その関係を式に表そ 

うとしている。 

 【技】比例の関係を式に表すことができる。 

・比例の関係を式に表す方法を考える。 

・水の深さを時間でわった商はどうなるか調べる。 

・ｙがｘに比例するとき、ｙをｘでわった商は一定で、

その関係を一般的な形の式に表せることをまとめる。 

② 比例の性質 １時間 



１ 

 

 

 

○比例の性質について理解する。 

【知】ｙがｘに比例するとき、ｘの値が小数倍、分数 

   倍になると、それに伴ってｙの値も同じ小数

倍、整数倍になることを理解している。 

・比例する2つの量の関係には、どんな性質があるか調べる。 

・ｙがｘに比例するとき、ｘの値が小数倍（0,5倍、2,5

倍）や分数倍（１／２倍、１／３倍）になるとそれに

伴ってｙの値も小数倍（0,5倍、2,5倍）や分数倍 

（１／２倍、１／３倍）になることをまとめる。 

③ 比例のグラフ ３時間   

１ 

・
２ 

○比例の関係をグラフに表して考察することができ、 

比例のグラフの特徴を理解する。 

【技】比例の関係をグラフに表したり、グラフから読 

み取ったりすることができる。 

【知】比例のグラフは原点を通る直線になることを理 

解している。 

・水の深さが水を入れる時間に比例する関係をグラフに 

表して、その特徴を調べる。 

・式から求めた２量の組み合わせをグラフに表す。 

３ ○比例のグラフを考察することを通して、比例のグラ

フについて理解を深める。 

【技】傾きの異なる2本の比例のグラフから、それぞ 

れの特徴や事象の様子などを読み取ることが 

きる。 

・2 本の比例のグラフからそれぞれのグラフの特徴や事

象の様子を読み取る。 

・「算数のおはなし」を読み、比例していない関係をグ

ラフに表すと、どのようなグラフになるか調べる。 

④ 比例の活用 ３時間 

１
（
６
ー
２
） 

○比例の性質を活用し、問題を解決することができ

る。 

【考】比例の関係にある2つの数量を見つけ、比例の 

性質を問題の解決に用いることができる。 

【知】比例の性質を理解している。 

・画用紙300枚を、全部数えないで用意する方法を考え

る。 

・画用紙の重さは枚数に比例することを使って、問題を

解決する。 

・比例の関係を使って、問題を解決する。 

２ ○前時と同様 

 

・比例の考えを使って、針金の長さをはからずに、重さ

を求める方法を考える。 

・道のりは時間に比例することを使って、問題を解く。 

３ ○学習内容を適用して問題を解決する。 

【技】学習内容を適用して、問題を解決することができる。 

・「力をつけるもんだい」に取り組む。 

⑤ 反比例  ６時間 

１ 

・
２ 

○反比例の意味について理解する。 

【関】２つの量の変わり方に興味を持ち、表を使って 

その関係を調べようとしている。 

【知】反比例の意味を理解している。 

・面積が決まっている長方形や、周りの長さが決まって 

 いる長方形の、横や縦の長さの変わり方を調べる。 

・用語「反比例」の意味を知る。 

 

３ 

・
４ 

○反比例の関係は、ｙ＝きまった数÷ｘと表せること

を理解する。 

【関】反比例の関係に興味を持ち、式に表そうとしている。 

【技】反比例の関係を式に表すことができる。 

・反比例の関係を式に表す方法を考える。 

・ｙがｘに反比例するとき、ｘとｙの積は一定で、その 

関係を一般的な形の式に表せることをまとめる。 

５ 

（
６
ー
１
） 

 

○反比例の性質について理解する。 

【考】反比例する２つの量の関係について、比例の関 

係を基に、表などを用いて調べている。 

【知】ｙがｘに反比例するとき、ｘの値が１／２倍、

１／３倍、・・・になると、それに伴ってｙの 

  は２倍、３倍、・・・になることを理解している。 

・反比例する２つの量の関係にはどんな性質があるか調 

 べる。 

・ｙがｘに反比例するとき、ｘの値が１／２倍、１／３ 

倍、・・・になると、それに伴ってｙの値は２倍、３ 

倍、・・・になることをまとめる。 

６ ○反比例の関係をグラフに表して考察することがで

き、反比例のグラフの特徴を理解する。 

【技】反比例の関係をグラフに表したり、グラフから 

読み取ったりすることができる。 

【知】反比例のグラフの特徴を理解している。 

・反比例する関係をグラフに表して、その特徴を調べる。 

まとめ  ２時間 

１ ○学習内容の定着を確認し、理解を確実にする。 

【知】基本的な学習内容を身につけている。 

・「しあげのもんだい」に取り組む。 

２ ○【発展】「おもしろ問題にチャレンジ」に取り組み、学習内容を基にじっくりと考え、追求する。 



公開授業Ⅱ 

児 童  ６年２組 男子14名 女子21名 計35名 

指導者  奥州市立佐倉河小学校 伊藤 郁子 

 

１ 児童について 

             児童の多くは、意欲的に算数の学習に取り組み、理解を確実にしようとしている。しかし、個々 

の学力差が大きく、学習全般に対して積極的になれない児童もいる。学習に対する興味を高め、か

つ分かりやすく効果的な支援を考えた授業を行うことが必要である。 

自力解決の場面では、言葉や式、数直線、図等を用いて自分の考えを書く力が身についてきてい

る。学び合いの場面では、自分の考えを進んで発表する児童は以前よりは多くなったが、まだ限ら

れている。児童の多くは、「自信がない」「恥ずかしい」などの理由から進んで発表できずにいる。

しかし、友だちの考えを聴くことが楽しい、友だちの考えを聴いて新しい発見ができた時が楽しい

という児童も多くなっている。互いに発表し合い、聴きあう場を多く設定することを大切にしてい

る。 

マイノートタイムでは、友達の発表を聴き、よいと思った友だちの考えを書き写したり、大事な 

ポイントをメモしたりし、自分なりに理解が深まったことをノートに表すことができるよ 

うになってきている。 

 本単元の学習を進めるにあたり、レディネステストを行った。結果は以下の通りである。この結 

果を受け、個別指導を要する児童に補充指導を行った。 

問題の内容 正答率（％） 

簡単な比例の意味が分かっているか。また比例の関係を式に表し、ｘやｙの値

を求めることができるか。 

８６％ 

比を簡単にしたり、比の値を求めることができるか。 ９４％ 

（未習内容）反比例の意味を知り、関係を式に表すことができるか。 ２０％ 

 

２ 本時の指導 

 (1) 目標  

    比例の性質を活用し、問題を解決することができる。 

 (2) 授業の視点（研究仮説に関わって） 

① 手立て１ 書く・話す 

 

 

 

 

 

② 手立て２ 再思考・マイノート 

 

 

 

 

・ 紙の枚数と重さは比例することに気づかせ、比例関係を利用すれば問題が解けそうだという

見通しを持たせて自力解決に取り組ませる。 

・ 全体の学び合いで、友達の考えを読み取ったり、それぞれの解き方の意味を説明させたりす

ることで、説明の場を多く設けることにより、比例の活用の理解を深める。 

 

・ 出された考えを分類し、それぞれの考えの共通点や、もとにした決まりを考えることにより、

出された考えを整理できるようにする。 

・ マイノートタイムでは、比例の決まりをどのように使っているのかを補足させたり、まとめ

させたりする。 



 (3) 展開（第７時） 

段

階 

学 習 活 動 ・支援と留意点 

◎評価 学習過程と教師の働きかけ 予想される児童の反応 

 

 

 

導 

 

 

 

 

入 

 

 

 

 

 

 

10

分 

１ 問題をつかむ。 

 

 

 

・１枚１枚数えるとしたらどう

でしょう。 

２ 学習課題をつかむ。 

 

 

３ 解決の見通しを立てる。 

・・ ・どうやったら用意できるでし 

    ょう。    

・重さについて分かっているこ

とがあります。 

  10 枚の重さ・・・ 73ｇ 

  30 枚の重さ・・・219ｇ 

 

・この表から分かることは何で

すか。 

・比例していることに着目すれ

ば解決できそうですね。 

 

 

 

 

・時間がかかる。 

・大変だ。 

 

 

 

 

・重さを調べる。 

 

・分かりやすくするために表に

まとめてみよう。 

画用紙の枚数と画用紙の重さ 

枚数ｘ（枚） １０ ３０ ３００ 

重さｙ（ｇ） ７３ ２１９  

・枚数と重さは比例している。 

・実際の紙を用意し、数える

ことの大変さを実感させ、

数えないで求めることを

条件に考えていくことを

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・二つの量に目を向けさせ、

枚数と重さは比例するこ

とを確認する。 

・問題を解決するために必要

な条件を提示し、これらの

関係を分かりやすくする

ために表にまとめる。 

 

 ４ 自力で解決する。 

・表を基に、自分の考えを式や

言葉を使って書きましょう 

・一つだけでなくいろいろな方

法を考えてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① １枚分の重さを求める。 

（10 枚を基にして） 

枚数ｘ（枚） １０ ３０ ３００ 

重さｙ（ｇ） ７３ ２１９  

73÷10=7.3  

    7.3×300＝2190 

 

② 1 枚分の重さを求める。 

    （30 枚を基にして） 

枚数ｘ（枚） １０ ３０ ３００ 

重さｙ（ｇ） ７３ ２１９  

    219÷30＝7.3 

   7.3×300＝2190  

 

③ 表の横の関係を使って 

 

枚数ｘ（枚） １０ ３０ ３００ 

重さｙ（ｇ） ７３ ２１９  

 

300÷10＝30 

73×30＝2190 

 

・ノートに自分の考えを書く

際、箇条書きで自分の考え

をまとめさせる。 

・一つだけに限らず、別の方

法でも挑戦するようにさ

せる。 

・見通しが立たない児童に

は、画用紙 10 枚を渡し、

１枚の重さや、何倍すれば

300 枚になるかを、表を基

に考えさせる。また、表に

矢印などを記入させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１枚１枚数えないで求める方法を考えよう。 

画用紙 300 枚を用意することになりました。どのよ

うに用意したらよいでしょう。 



④ 表の横の関係を使って 

 

枚数ｘ（枚） １０ ３０ ３００ 

重さｙ（ｇ） ７３ ２１９  

 

 300÷30＝10 

219×10＝2190 

 

⑤ 表の縦の関係を使って 

枚数ｘ（枚） １０ ３０ ３００ 

重さｙ（ｇ） ７３ ２１９  

   73÷10＝7.3 

   300×7.3＝2190 

 

展 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

29

分 

５ 集団で解決する。 

・ 全体で考えを交流し合って 

みましょう。 

・ それぞれの考え方の共通

点はあるでしょうか。 

 

 

 

 

・①の方法も②の方法も、1 枚

の重さを求めてから 300倍し

て求めている。 

・③と④の方法は比例の横の関

係を使って求めている。 

・①と②の考え方はｙ＝7.3×ｘ

を使って出している。 

・③と④は枚数がｍ倍になれば、

重さもｍ倍になるという比例

の考えを使っている。 

・⑤は比例の縦の関係を使って

求めている。 

・全ての考えが比例のきまりを

使って求めている。 

 

・それぞれの考え方を発表さ

る。その際、説明のさせ方

を工夫し（友だちの式を読

み取ったり、代わりに説明

させたり、途中で説明を交

代させるなど）、全員で考 

えを深められるようにす

る。 

・それぞれの式の意味を考え

る際は、表に戻って確かめ

ることができるようにす

る。 

 

◎比例の関係にある2つの数

量を見つけ、比例の性質を

問題の解決に用いること

ができる。（発表・ノート） 

６ マイノートタイムで考え 

をまとめる。 

 

 

・吹き出しなどを使い、自分な

りに深まった考えをノートに

まとめる。 

【マイノートタイムの視点】 

・分類された考えから一つず

つ選び、どのように比例の

きまりを活用したのかポ

イントを書き込む。 

 

 

終 

 

末 

 

６ 

分 

７ 学習のまとめをする。 

 

 

 

８ 適用問題を解く。 

９ 学習をふり返る。 

・本時のふり返りをしましょ

う。   

 

 

 

 

 

・Ｐ１５の①を解く。 

 

・本時をふり返り評価する。 

 

・児童の言葉を活かしながら

まとめていくようにする。 

 

◎比例の性質を理解してい

る。（発表・ノート） 

・自分のがんばりや友だちの

よさが共有し合えるよう

な場をつくる。 

画用紙の重さは、枚数に比例することを使うと、およその

枚数を用意することができる。 

 

 



 

(4) 評価計画 

評価の観点 

(評価場面・方法) 

具体の評価規準 努力を要する子への手立て 

Ｂおおむね満足している 

【考】 比例の関係にある２つの数量 

を見つけ、比例の性質を問題の 

解決に用いることができる 

（発表・ノート） 

１枚の重さを基に考えるな

ど、比例の性質を用いて表現

している。 

 表を基に、比例の関係に気

づかせ、どのような計算をす

れば問題解決ができるか、も

う一度確認させる。 

【知】 比例の性質を理解している。 

          （発表・ノート） 

比例の性質を使って、問題

を解いている。 

 比例の性質を想起させ、比

例の決まりを使えば求める

られることに気付かせる。 

 

 (5) 板書計画 

 ○問               ○課              ○ま  

  

【画用紙の枚数と画用紙の重さ】 

 

 

 

 

○見   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

枚数ｘ（枚） １０ ３０ ３００ 

重さｙ（ｇ） ７３ ２１９  

枚数ｘ（枚） １０ ３０ ３００ 

重さｙ（ｇ） ７３ ２１９  

枚数ｘ（枚） １０ ３０ ３００ 

重さｙ（ｇ） ７３ ２１９  

 

○練  くぎの本数とくぎの重さ 

本数 １５ １３５ 

重さ ２６  

26÷15=１，７３・・割り切れない 

比例の倍の関係を使えばよい！ 

画用紙 300 枚を用意すること

になりました。どのように用意し

たらよいでしょう。 

１枚１枚数えないで求め

る方法を考えよう。 

画用紙の重さは、枚数に比例するこ

とを使うと、およその枚数を用意する

ことができる。 

【表の横の 

関係を使って】 

300÷10＝30 

73×30＝2190 

 

（答）2190ｇ分用意 

   すればよい。 

 

比例の関係を使 

って 

  ↓ 

・1 枚の重さを求

めて 

・表の横の関係

を使う 

・表の縦の関係

を使う 

    

比例の関係を

使って 

枚数が○倍になれば、

重さも○倍になる 

ｙ＝7.3×ｘ 

【1 枚分を求めて】 

（10 枚を基にする） 

73÷10=7.3  

7.3×300＝2190 

 

（答）2190ｇ分用 

  意すればよい。 

【1 枚分を求めて】

（30 枚を基にする） 

219÷30＝7.3 

7.3×300＝2190 

 

（答）2190ｇ分用 

 意すればよい。 

１枚分の重さ（決まった数）を

求めて、○倍する。 

【表の横の 

関係を使って】 

300÷30＝１０ 

219×10＝2910 

 

（答）2190ｇ分用意 

   すればよい。 

 

【表の縦の 

関係を使って】 

73÷10＝7.3 

7.3×300＝2190 

 

（答）2190ｇ分用意 

   すればよい。 

 


